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 今年度は、鶴岡市内の高校生など学生が地道に取り組んでいるボランティア活動を紹介しています。 
コロナ禍で、福祉施設での活動等はまだ以前のようにはできない状況にありますが、学生たちが工夫をし
ながら新たな活動も含め様々な取組を行っております。今回は次の部活とサークルを紹介いたします。 

 

 
～放課後デイサービス等…様々な活動～ 

 

「みんなの空」では学習支援や屋外活動に協力！ 
 JRC 部では、コロナ禍以前から幼稚園や老人介護施設

等での交流、デイサービス利用者の買い物への付き添

い、ワールドバザール・赤川花火大会・スポーツイベン

ト等でスタッフボランティアを始め、様々なボランティ

ア活動を行ってきました。 

 コロナ禍の影響で、できな 

くなった活動もありますが、 

「放課後デイサービスみんな 

の空」での見守りや学習支援、 

屋外活動の地引網体験等に協 

力する等、できる範囲での活    

動を続けております。     △地引網体験に協力 

    

医療者へ応援メッセージや、被災者支援活動も！ 
 令和２年、コロナ禍で毎日大変な状況で頑張っていた 

医療従事者に１・２年生全員でメッセージを書いて送り

ました。また東日本大震災で被災した方々への取組で

は、福島の復興支援「ひまわり里親プロジェクト」や 

「10 年目のキャンドルナイト in 鶴岡」に積極的に協力

してくれました。 

 

 

 

～小学生の勉強の手伝い等…地域に貢献～ 

 

設立当初は「声の広報活動」にも取り組んでいた！  
平成９年の発足当初は、旧藤島町広報紙をカセット

テープに録音して希望する高齢者等に届ける活動や、青

少年年末街宣事業で「地域ぐるみで子どもたちを守って

いこう」というメッセージ録音にも協力していました。 

 

藤島地域で長年にわたりさまざまな活動！  
「みんなの心に残ることをやっていきたい」…

Ben’s ではそんな想いで、本当にさまざまな活動に取

り組んできました。福祉施設、イベントスタッフ、民生

児童委員協議会との協働活動、一人暮し高齢者への贈り

物やメッセージつくり、おやこ読書会、小学生との交流 

等々。そして、去年から渡前 

地区地域活動センター「夏休 

み宿題大作戦」に協力して、 

小学生の勉強をサポートす 

る等、子どもから高齢者まで 

を対象に幅広く活動してい 

る学生たちのサークルです。 

 

 

 

 

 

   

△ふじしま夏まつりの様子 

  

                                           主 催 庄内地域広げようボランティアの輪連絡会議 

                                                       鶴岡田川地区保護司会 

共 催 鶴岡市教育委員会（予定）  
 ◆日時 令和４年１０月２３日（日） 13:30～16:15           
 ◆会場 鶴岡駅前 マリカ西館３階 「マリカ市民ホール」                 参加対象 

 ◆内容 「社会を明るくする運動」の講話、啓発グッズ作り      鶴岡市、三川町、庄内町の中高校生等学生のボランティア 

各高校ボラ部と学生ボラサークル活動紹介        サークル、高校のボランティア部、ボランティア連絡協議会、

保護司会等（今回は参加案内を送付した団体等のみ） 

                                            

鶴岡南高校 JRC 部 
藤島地域青少年ボランティアサークル 
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夏休み宿題大作戦！ 



＜らくがき＞ ボラセンに、日頃お世話になっている方から定期的に手作り川柳のミニ冊子が届きます。くすっと笑ってしまう作品が多いの 

    ですが、今回の数十の中にこんな作品が。「人住める星でいたいね ずうっと」…この地球（ほし）が輝き続けますように！（Y） 

  

 

◆日 時 令和４年１２月４日（日）13:30～15:30 

◆会 場 鶴岡市総合保健福祉センターにこ♥ふる 

      ３階大会議室（鶴岡市泉町5-30） 

◆対 象 どなたでも ※聞こえにくい方、サポートしたい方 

◆内 容 要約筆記利用者の体験談、利用方法、 

     仕組み実演、体験コーナー等 

◆参加費 ２００円（資料代） 

◆情報保証 手話通訳、要約筆記、補聴システム 

◆申込み 11月18日（金）まで  

鶴岡市ボランティアセンターへ 

       電話 0235-23-2970 

       FAX 0235-23-9110 

◆問合せ  パソコン要約筆記「はなまる」 

      メール pc.hanamaru@gmail.com 

 

◆主 催  要約筆記「おひさま」 

      パソコン要約筆記 

「はなまる」 

 

 

 
 

 

◆日 時 令和４年１０月２８日（金）9:30～11:30 

◆会 場 鶴岡市総合保健福祉センターにこ♥ふる 

      ３階大会議室（鶴岡市泉町5-30） 

◆対 象  フードドライブに興味があるが、何をしたら 

      いいかわからない。企業・団体等で実施したい。 

      子ども食堂等で活用したい等々。個人も可。 

◆定 員  先着２０名 （参加費は無料） 

◆申込・問合せ  一般社団法人やまがた福わたし 

       電 話 080-3322-0029 

       メール fooddrive@fukuwatashi.com 

  ○サンサービス 様 （三光町） 

      豪雨災害の被災地へ寄付金（イベントの売上げより） 

       7/25  大崎市社会福祉協議会へ  18,600円 

       8/29  飯豊町社会福祉協議会へ  21,400円 

  ○ボランティアグループつるの会 様 

      子どもたちの育成事業へ寄付金（解散に伴い） 

       9/2  鶴岡市社会福祉協議会へ   81,573円 

鶴岡市民のボランティア活動  
 ○宮城県大崎市古川地区 

   ・活 動 日  ７/２１（木）、7/２４（日） 

・活動人数  延１３人 

   ・活動内容  清掃、床板はがし、 

消毒、家財運搬等 

○飯豊町 

   ・活 動 日  ８/１９（金） 

・活動人数  １０人 

   ・活動内容  泥だし、瓦礫撤去 

 

あたたかいご寄付をお受けし、お届けしました 

鶴岡市社協職員の被災地派遣 
 ○大崎市災害ボラセン古川サブセンター 

   ・派 遣 日  7/21～7/29 

・派遣人数  延２２人 

○川西町災害ボランティアセンター 

   ・活 動 日  8/10～11、8/16～17 

・派遣人数  延８人       △ボランティアの受付 

 

鶴岡市総合防災訓練 
 今年度の鶴岡市総合防災訓練が、10 月 2 日
（日）に朝日地域で行われ、「災害ボランティアセン
ター設置・運営訓練」も併せて実施しました。 
 今回は震度６強の地震を想定した訓練で、令和
元年６月の山形県沖地震の被害を参考にしてボラ
ンティア活動を想定し、朝のスタッフミーティングか
ら始まり１日の一連の流れを訓練しました。 
 スタッフ役は青年会議所と市社協職員、ボラン
ティア役は NPO 鶴岡災害ボランティアネットワーク
と朝日地域中央地区の皆さんにご協力をいただ
き、いざという時のための対応を訓練しました。 

～きこえのバリアフリー教室～ 

「聴覚障がいと要約筆記」 受講者募集 

フードドライブ研修会 

受講者募集 

今年の夏は、全国的に大雨による災害が続き、東北地方でも大きな被害があった災害が発生しました。鶴岡市社会福
祉協議会（以下「鶴岡市社協」）でも、被害を受けた市町への支援活動を行いましたが、台風の進路が少しズレたら、庄内
地方の活断層が動いたら、私たちの町が被災地になっていただろうと思うと他人事ではありませんでした。そんな状況におい
て、今年も鶴岡市社協の基本理念にもある「おだがいさま」の心をもって活動した人たちがたくさんおりました。 

あさひ小学校駐車場で訓練！ 


